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尿路感染症に対する7432-Sの 基礎的 ・臨床的検討

高見澤重教 ・町田豊平 ・小野寺昭一 ・溝田 浩

後藤博一 ・三谷比呂志 ・川原 元

東京慈恵会医科大学 泌尿器科'

新経ロセフェム剤7432-Sの 泌尿器科領域における有用性と安全性について,基 礎的 ・臨床的

検討を行なった。

1) 基 礎的検討;臨 床分離株176株(Staphylococcus epdermidis 23株, Enterococcus

faecalis 40株, Escherichia coli 54株, Serratia marcescens 22株, Citrobacter freundii10株,

Pseudomonas aeruginosa 27株)に 対す る本剤のMICを, cefaclor (CCL), cephalexin

(CEX), T-2525を 対照薬として測定した。E.coli, C.freundiiに 対 しては,7432-Sの 抗菌力

はT-2525と ほぼ同等で, CCL, CEXよ り優れていた。

またS.marcescensに 対 してはMIC80が12.5μg/mlで,本 剤が最も良い抗菌力を示 した。

しかしS.epidrmidis, E.faecalisの 球菌およびP.aeruginosaに 対 してはいずれもMIC80が

50μg/ml以 上で,他 剤と同等ないしは劣り,そ の抗菌力は弱いものであった。

2) 臨床的検討;対 象とした疾患は急性単純性膀胱炎6例,慢 性複雑性膀胱炎11例,慢 性複雑

性腎盂腎炎3例 の計20症 例であった。

投与方法は1回100mgを1日3回 経口投与 し,投 与期間は原則として急性単純性膀胱炎では3

日間,複 雑性尿路感染症では5日 間とした。UTI薬 効評価基準にしたがって,薬 効評価可能で

あったのは20例 中急性単純性膀胱炎4例,複 雑性尿路感染症9例 の13例 であった。急性単純性膀

胱炎では著効3例,無 効1例 で有効率75%で あ った。複雑性尿路感染症に対 しては著効1例,有

効3例,無 効5例 で有効率44.4%で あった。副作用は自覚的にも他覚的にも認められなかった。
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7432-Sは 塩野義製薬株式会社で開発された新 しい経

ロセフェム剤でその構造式はFig.1に 示すとおりであ

る。本剤は腸内細菌群を含む広範囲のグラム陰性菌およ

び一部のグラム陽性菌に対して抗菌スベクトルを有 し,

また体内動態については尿中回収率が高いという特徴を

有するとされている。

Fig. 1. Chemical structure of 7432-S.

今回われわれは,7432-Sに ついて基礎的検討として,

入院患者の尿より分離された臨床分離株に対する本剤の

最 小 発 育 阻 止 濃 度(MIC)を 測 定 し,臨 床 的検 討 と して

本 剤 を泌 尿 器科 領 域 の 感 染症 に投 与 し,そ の 臨 床効果お

よ び副 作 用 に つ いて 検 討 を 行 な っ た。

I. 対 象 と 方 法

1. 基 礎 的 検討

細 菌 学 的 検 討 と して,1986年7月 か ら 珍 月 まで に.

東 京 慈 恵 会 医 科 大 学 泌 尿 器 科 に 入 院 し た 患 者 の 尿 よ

り 分 離 さ れ た 臨 床 分 離 株176株(Staphyiococcus

epidermidis 23株, Enterococcus faecalis 40株,

Escherichia coli 54株, Serratia marcescens 22株,

Citrobacter freundii 10株,Pseudomonas aerugi-

nosa 27株)のMICを, cefaclor(CCL), cephalexine

(CEX),T-2525を 対 照薬 と して 測 定 した。

MICの 測 定 は,日 本 化 学 療 法 学 会 標 準 法1)に 準 じ,

各薬 剤 の倍 数 希 釈 系 列 をmueller hinton織 培 地 を用 いて

作 成 し,接 種 菌 量 は106cells/mlと した。

*〒105東 京都港 区西新橋3-19-l8
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Fig.2. , Sensitivity distribution of clinical isolates 
Escherichia coli,'54 strains, 106 CFU,

Fig. 3. Sensitivity distribution of clinical isolates

Citrobacter freundii, 10 strains, 10' CFU.

2. 臨床的検討

1) 対 象

対象症例は,1986年7月 より同年12月 まで東京慈恵

会医科大学泌尿器科に入院または外来を受診 した20例

の尿路感染症患者である。その内訳は,急 性単純性膀胱

炎6例,慢 性複雑性膀胱炎11例,慢 性複雑性腎盂腎炎

β例の計20例 である。

2) 投与方法

Fig. 4. Sensitivity distribution of clinical isolates 

Serratia marcescens, 22 strains, 106 CFU.

Fig. 5. Sensitivity distribution of clinical isolates 

Staphylococcus epiderrnidis, 23 strains, 106 

CFU.

投与方法は,本 剤1回100mgを1日3回 食後経口投

与 し,投 与期間は原則として,急 性単純性膀胱炎では3

日間,複 雑性尿路感染症では5日 間とした。

3) 効果判定

尿路感染症に対する効果の判定は,UTI薬 効評価基

準第3版2)に 準 じて行い,あ わせて主治医判定 もおこ

なった。
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Fig. 6 . Sensitivity distribution of clinical isolates 
Enterococcus faecalis, 40 strains, 106 CFU.

II. 成 績

1. 基 礎 的 検 討

E.coli 54株 に対 す るCEX, CCL, 7432-S, T-2525

のMIC累 積 分 布 をFig.2に 示 す 。 各薬 剤 毎 のMICの

ピー ク は,7432-Sが0.1μg/ml, T-2525が0.2μg/

ml, CCLが1.56μg/ml,CEXが6.25μg/mlに あ り,

7432-Sが 最 もす ぐれ,つ い でT-2525,CCL,CEXの

順 で あ っ た。

C.freundii 10株 に対 す るMIC累 積 分布 をFig.3に

示 す。7432-S, T-2525のMICの ピー ク は と もに3.13

μg/mlに あ りほ ぼ 同 等 のMIC累 積 分 布 を 示 した 。

CCL, CEXの 抗 菌 力 は弱 い もの で あ っ た。

S.marcescens23株 に対 す るMIC分 布 をFig.4に

示 す。7432-SのMICの ピー ク は12.5μg/mlで 他剤

よ り も優 れ て お り,T-2525が これ につ ぎ, CCL, CEX

の抗 菌 力 は弱 い もの で あ った。

S.epidermidis 23株 に対 す るMIC累 積 分 布 をFig.

5に 示 す。7432-Sは ほ と ん ど 感 受 性 を 示 さず, CEX,

CCL, T-2525に 比 べ その 抗 菌 力 は劣 って い た 。

E.faecalis 40株, P.aeruginosa 27株 に 対 す る

MIC累 積 分 布 を そ れ ぞ れFig.6, Fig.7に 示 す64

剤 と もMICの ピー クは100μg/mlで あ り,そ の 抗 菌

力 は弱 い もの で あ った。1,

2) 臨 床 的 検 討

急 性 単 純 性 膀 胱 炎6例 に 対 す る臨 床 効 果 をTable 1

に,複 雑 性 尿 路感 染 症14例 に 対 す る臨 床 効 果 をTable

Fig. 7. Sensitivity distribution of clinical isolates 

Pseudomonas aeruginosa, 27 strains, 10. 

CFU.

2に 示す。このうち投与前の菌数不足の症例,投 与後の

細菌の検索を行い得なか った症例については,UTI薬

効評価基準による判定不能のため主治医判定のみ行なっ

た。

急性単純性膀胱炎4例 の総合臨床効果をTable 3に示

す。著効3例,無 効1例 で総合有効率は75%で あった。

UTI薬 効評価可能な複雑性尿路感染症9例 の総合臨

床効果をTable4に 示す。著効1例,有 効3例,無 効

5例 で総合有効率は44.4%で あ った。

複雑性尿路感染症9例 の病態群別臨床効果をTable5

に示す。単独菌感染は5例 で,そ の内訳は第1群1例,

第3群2例,第4群2例 である。単独菌感染では著効1

例,有 効3例,無 効1例 で有効率は80%で あ った。複

数菌感染は4例 で,そ の内訳は第5群1例,第6群3例

である。複数菌感染では4例 とも無効であった。

細菌学的効果として急性単純性膀胱炎の起炎菌に対し

ては,E.coli 3株 は消失し,S.epidermidis 1株は存

続 した。

複雑性尿路感染症より分離された起炎菌に対する細菌

学的効果をTable6に 示す。分離起炎菌は,S.aureus

2株, E.faecalis 2株, Enterococcus sp. 1株, S.

epidermidis 1株, Serratia sp. 4株,E.coli 2株、

P.aeruginosa 1株, Pseudomonas sp. 2株, P.

mirabilis 1株 の計16株 であった。E.coli, P.mira-

bilisは 消失し,Serratia sp.は4株 中3株,S.aureus,

Pseudomonas sp.は それぞれ2株 中1株 が消失した。
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Table 1. Clinical summary of uncomplicated UTI cases treated with 7432-S

A.U.C. . Acute uncomplicated cystitis
*

Before treatment/

After treatment **

UTI : Criteria by the committee of UTI 

Dr : Dr's evaluation 

Ex : Excellent

存続 したのはEnterococcus sp., S.epidemldis,

P.aeruginosaが それぞれ1株, E.faecalisが2株 で

あった。合計では16株 中8株 が消失し,細 菌学的効果

は50%で あ った。

3. 副作用

吟回対象となった20例 の尿路感染症患者では自他覚

的な副作用ならびに臨床検査値異常は認められなかった。

III. 考 察

新経口用セフェム系抗生物質7432-Sは,各 種細菌

産生のβ-lactamase(B.fragilisを 除 く)に 安定で,

腸内細菌群を含む広範囲のグラム陰性菌および一部のグ

ラム陽性菌に対して抗菌スペクトルを有するといわれて

いる。

抗 菌力 はE.coli, Klebsiella, Proteus群, H.influ-

enzaeに き わ め て 強 く, Enterobacter, Citrobacter,

S.marcescens, S.pyogenesに も強 い。 しか しE.

faecatis, S.epidermidisな どの 球 菌 群 に は ほ とん ど無

効 で あ り,P.aeruginosaお よ び 偏性 嫌 気 性 菌 に対 して

も抗 菌 力 は 弱 い と い わ れ る3)今 回 基 礎 的 検 討 と して

MICを 測 定 し,7432-Sの 対 照 薬 と して新 経 ロセ フ ェ

ム剤T-2525,従 来 型 経 ロ セ フ ェム 剤CCL, CEXと の

比 較 を 行 った が,7432-SはT-2525と 同様 にEcott

に対 して 低 い 濃 度 で も発 育 を 阻 止 し,ま たS.marces-

censに 対 して も 優 れ た抗 菌 力 を 示 した が,球 菌 やPi

aeruginosaに 対 して は比 較 的 そ の 抗 菌 力 は 弱 か った 。

臨 床例 で の 細 菌学 的 効 果 で は,急 性 単純 膀 胱 炎 患 者 よ り

分 離 され たE.coli 3株 は 消 失 し,S.epidermidis 1株

は残 存 した 。 ま た慢 性 複 雑 性 尿 路 感 染症 の患 者 よ り分 離

され た菌 に関 して は, E.coli 2株, P.mlmbilis 1株,

S.marceescens 3株, S.aureus 2株 中1株,Pseu-

domonas sp. 2株 中1株 は除 去 され たが, E.faecalis
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Table 3 . Overall clinical efficacy of 7432-S in acute uncomplicated UTI 

100 mg •~ 3/day, 3 day treatment

Table 4. Overall clinical efficacy of 7432-S in complicated UTI 

100 mg •~ 3/day, 5 day treatment

2株, Entererococcus sp.1株,S.epidermidis 1株,

P.aeruginosa 1株 は残 存 し,今 回 わ れ わ れ が 行 な っ

た本 剤 の 抗 菌 力 に 関 す る基 礎 的 検 討 を 裏 付け る 成 績 で

あった。

複雑性尿路感染症9例 の病態群別臨床効果では,単 一

菌感染5例 においても著効1例,有 効3例,無 効1例,
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Table 5, Overall clinical efficacy of 7432-S treatment in complicated UTI

Table 6. Bacteriological results (16 strains)

有効率80%と 高 い有効率を示 したが,複 数菌感染4例

ではすべて無効であった。複数菌感染の場合,球 菌が共

存することが多く,そ のため有効率が低くなったものと

思われた。

複雑性尿路感染症に対する有効率44.4%は 必ず しも

満足すべき成績とはいえないが,こ れまでわれわれが

行った経口セフェム剤のCXM-AXが 有 効率25%4).

T-2525が50%5,で あったことを考えれば,ほ ぼ同程度

の有効性を有するものと思われる。

安全性に関しては,自 他覚的に問題 となるものはなく

従来の経口セフェム剤と同程度と考えられた。
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BASIC AND CLINICAL STUDIES ON 7432-S 

IN URINARY TRACT INFECTION

SHIGENORI TAKAMIZAWA, TOYOHEI MACHIDA, SHOICHI ONODERA, 
HIROSHI KIYOTA, HIROKAZU GOTO, HIROSHI MITANI 

and MOTOSHI KAWAHARA 
Department of Urology, Jikei University school of medicine. 

3-19-18, Nishishinbashi, Minato-ku, Tokyo 105, Japan

We carriel out basic and clinical studies on 7432-S, a new oral cephem antibiotic in urinary 
tract infection (UTI)., The results were as follows. 

1) Antibacterial activity (MIC) : The MICs of 7432-5, T-2525, cefaclor (CCL) and cephalexin 

(CEX) were determined for six species of bacteria (Staphylococcus epidermidis, Enterococcus. 
faecalis, Escherichia coli, Serratia marcescens, Citrobacter freundii and Pseudomonas aeruginosa, 
isolated in our department. Against E. coli, the MIC distributions of 7432-S were less than 0.39 

μg/ml for all strains and its activity was the highest of these 4 antibiotics. Against C. freundii,
the Mie80 of 7432-S was 6. 25 ,ƒÊg/ml, and against of S. marcescens, it was 12. 5ƒÊg/ml, namely 

the biological effect of 7432-S was the same as T-2525, and stronger than those CCL and CEX. 

Against S. epidermidis, E. faecalis and P. aeruginosa, the activity of 7432-5 was weak or there 

was resistance. 

2) Clinical results : Four patients diagnosed as having acute uncomplicated cystitis, were given 

7432-S or 3 days at a daily dose of 300 mg, and the efficacy rate was 75%. Nine patients diagnosed 

as having complicated urinary tract infection, were given the drug for 5 days at a daily dose of 

300 mg, and the efficacy rate was 44.4%. 

No side effects were found in any of the 20 patients.


